
で
き
る
人
が
、

で
き
る
時
に
、

で
き
る
こ
と
を
。

VOICE

災害ボランティア
愛・知・人

代表 赤池博美 さん

　
　
　
月
19
日
か
ら
桑
折
町
に
入
り

　
　
　

被
災
家
屋
の
復
旧
に
携
わ
り

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
主
に
屋
根
の

応
急
修
理
（
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
掛
け
）

や
、
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
運
べ
る

大
き
さ
ま
で
崩
す
作
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
日
は
8
人
ほ
ど
、
週

末
は
15
人
ほ
ど
、
多
い
時
で
約
20
人

の
メ
ン
バ
ー
が
代
わ
る
代
わ
る
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
・
知
・
人
に
は
約
7
0
0
人

　
　
　

の
メ
ン
バ
ー
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
被
災
地
で
復

旧
作
業
を
す
る
の
は
そ
の
1
割
程

度
で
す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
聞

く
と
、
復
旧
作
業
を
す
る
だ
け
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
復
旧
作
業
と
併

せ
て
被
災
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
や
心
の
ケ
ア
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
登
録
者
の
中
に

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
が
得
意
な
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
い
ま
す
。「
で
き
る
人
が
、
で

き
る
時
に
、
で
き
る
こ
と
を
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
被
災
者
に
笑
顔
を
届

け
る
た
め
、
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

3愛

　3月16日に発生した福島県沖地震。その3日後には、
町内で復旧活動を開始した災害ボランティア「愛・知・人」。
その後、約2か月の間に、82件もの屋根の応急修理に
携わり、被災者の生活再建に貢献されました。
　遠く愛知県は春日井市に拠点を置き、約700人ものメ
ンバーが登録している同団体の代表を務める、赤池博
美さんに話を伺いました。

　
　
　
の
度
、
町
と
町
社
会
福
祉
協

　
　
　

議
会
、
愛
・
知
・
人
の
3
者

で
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
協
定
は
、

私
た
ち
が
助
け
に
行
く
た
め
だ
け
の

協
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
用
的
な

講
習
会
や
防
災
訓
練
と
い
っ
た
支
援

な
ど
を
行
い
、
私
た
ち
の
よ
う
な
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
な
く
て
も
、

住
民
同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
復

旧
・
復
興
活
動
が
で
き
る
町
を
目
指

す
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
の
活
動

中
に
、
若
い
町
民
の
方
が
復
旧
作
業

に
参
加
し
、「
こ
れ
か
ら
も
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
持

ち
寄
り
、
互
い
に
助
け
合
え
る
町
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
赤
池
博
美
さ
ん

▲屋根の応急修理を行う「愛・知・人」スタッフ

▲町での活動の
様子など、詳し
い情報は「愛・知・
人」公式 HP を
ご覧ください。

▲ �懸命な支援活動による、多大なる貢献に対
し、町から感謝状が贈られました

桑

1自らのSDGsへの取り組みを話す藤原カズ
ヒロさん2トークセッションを聞く参加者

会長あいさつ

pick up

設立準備会会長
佐藤久仁夫さん

1

2

れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
２
部
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
第
１
部
で
は
、
町
民
会
議
の
設

立
目
的
や
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
確

認
し
、
第
２
部
で
は
、
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
藤
原
カ
ズ
ヒ
ロ
さ
ん

や
（
一
社
）
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
ラ
ボ

の
長
井
英
之
事
務
局
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま
の
江
藤
大
裕

さ
ん
に
よ
る
特
別
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
原
さ
ん
は

「
普
段
何
気
な
く
や
っ
て
い
た
こ
と

も
、
S
D
G
s
だ
と
意
識
す
る
こ
と

で
目
標
達
成
に
つ
な
が
る
」、
長
井

さ
ん
は
「
ゴ
ー
ル
を
一
つ
明
確
に
定

め
る
と
良
い
」、
江
藤
さ
ん
は
「
今

で
き
る
こ
と
を
、
少
し
ず
つ
や
っ
て

い
く
と
、
世
界
が
変
わ
っ
て
い
く
」

と
話
し
、
参
加
者
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

町
民
会
議
は
、
町
に
お
け
る
新
た

な
価
値
の
創
造
や
恵
ま
れ
た
地
域
資

源
の
継
承
な
ど
、
よ
り
良
い
未
来
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指

し
、
町
民
や
事
業
者
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ

折
町
S
D
G
s
推
進
町
民

会
議
の
設
立
総
会
が
5
月

21
日
、
イ
コ
ー
ゼ
で
開
か

Ｇ
ｓ
の
普
及
・
啓
発

に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
町
で
は
、
町

民
会
議
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、

向
こ
う
10
年
を
見
据

え
た
町
の
総
合
計
画

の
推
進
に
あ
た
っ

て
、
連
携
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め
に

S
D
G
s
推
進
町
民
会
議

設
立
総
会

　町では、家庭から出る生ゴミの減量
化を図るために、水切りバケツを斡旋
しています。2重構造で、生ゴミの水
気を切ることができるバケツです。蓋
があるので密閉も可能。
　詳しくは、広報お知らせ版6月1日
号をご確認ください。

水切りバケツで生ゴミ減量

　SDGsは、全世界で取り組むべき目標です。
目標の一つひとつはとても大きな課題だと感
じるかもしれませんが、皆さん一人一人の取
組みの積み重ねが達成への一番の近道だと思
います。
　町においても、全町を挙げてSDGsの取り
組みを進めていきたいと考えています。誰で
も参加できますので、SDGsを意識して、で
きるところから共に取り組んでいきましょう。

桑折町は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

5 広報こおり ｜ June 2022 4広報こおり ｜ June 2022


